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曽於
高等学校

末𠮷中学校
(地頭仮屋跡) 大淀川

金御岳霧島山

市立図書館

なだらかに
下がっていく地形

市役所

末吉
栄楽公園

(町民グラウンド)

末吉
向江公園

末吉小学校

N

管理部門 特別支援学級

車寄せ

地域開放
セキュリティライングラウンドを見渡せ、

校舎の各所にアクセ
スしやすい位置

管理部門に隣接し日当
たりの良い場所に配置
し、車寄せを近くに配置

南北両面から入れ、Ｘ階段
による効率的な移動動線

外部からアクセス
しやすい位置に
配置

地域開放を
考慮した配置

南面採光できる配置
△１階 △２階

特別
教室

特別教室 図書室

昇降口
X階段

普通教室 普通教室

普通教室

図書室

オープン
スペース 縁側

テラス

オープン
スペース

オープンスペースへ
空調空気を流す換気計画

LED照明

床吹出空調

床置型空調機

降灰時対応の
全熱交換器を備えた
機械換気設備

給気

自然
通風

排気

Low-Eペアガラス
による日射遮蔽

グラウンド側の
休憩場所となる
日陰の縁側テラス

庇による
日射遮蔽 ( 南面 )

自然採光 (北面 )
縁側
デッキ

N 北側に主要な駐車場を
まとめ地域開放に配慮

駐車場

スクールバス
給食搬入・救急車

児童児童

屋内
運動場

プール

学童

旧正門から
向江公園へ
向かう道を整備

末吉
向江公園

利用率の高い東側からの
アプローチも継承し四周
からの通学に配慮

普通教室からテラスまで
一体となるグラウンド

グラウンドを見渡せる
位置に職員室を計画

昇降口

交差点の喧騒から
離隔を取った配置計画

東向きに
教室を配置 グラウンド

縁側テラス

オープンスペース
普通教室

グラウンド
確保

・駐車場を確保
・従来通りの給食搬入動線

①新校舎建設 ②既存校舎解体 ③外構工事

・臨時駐車場を確保
・給食搬入

従来通り
の登下校
動線

従来通り
の登下校
動線

解体中も
完成後と
同じ登下校線

解体中も
完成後と
同じ登下校線

・新校舎建設工事エリア
・仮囲いで安全性確保

・既存校舎解体工事エリア
・離隔を取り安全に配慮

・駐車場を確保しつつ
   外構工事を行う

工事入口

工事入口

給食搬入

R6.8 9 10 11 12 R7.1 2 3 4 5 6 ～ R7.9～R9.3 R9.4～R10.1 R10.3～R10.6

●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
開校
R9.8

開校記念イベント

概算工事費
チェック

① ② ③
申請書類作成 ( 確認申請・省エネ・条例 )

設計案検討

第1回 第2回 ●第 3回 ●第 4回 ●第５回 ●

図面作成 積算 予算調整まとめ 成果品まとめ

実施設計 (～R7.6)基本設計 (～R7.12) 工事期間 移転・解体設計工程

ワークショップ

曽於市及び
教職員の皆さ
まとの打合せ

屋外環境
整備期間

様々なワークショップで皆様の思いをお聞きし、他分野の専門家による
設計チームで皆様が望む活動を受け止める新校舎を実現していきます。各フェーズでコストチェックを行い、設計の手戻りを最小限にします。

1階
2階

グラウンド

校舎

住宅地

末吉向江公園末吉向江公園
霧島山霧島山

階段舞台階段舞台
グラウンドグラウンド

金御岳金御岳

落ち着いた街並み落ち着いた街並み

スロープスロープ

児童クラブ児童クラブ

静かな庭静かな庭

特別支援学級特別支援学級

車寄せ車寄せ
思いやり
駐車場
思いやり
駐車場

ボックス階段ボックス階段

普通教室普通教室

オープンスペースオープンスペース

普通教室普通教室

オープンスペースオープンスペース

屋内運動場屋内運動場
プールプール

縁側デッキ縁側デッキ

縁側テラス縁側テラス

イチョウの木イチョウの木

X階段X階段

駐車場駐車場

図書室図書室

昇降口昇降口

正門跡正門跡

観察階段観察階段

温室温室

飼育小屋飼育小屋

◇配置計画と
動線計画

◇敷地周辺図

◇ゾーニング図

◇施工計画のイメージ

◇竣工までのスケジュールのイメージ

◇断面イメージ

◇風景につながり、未来を育む「木」の学び舎

④地域住民も利用しやすく親しまれる小学校の実現のための提案

学年を超えてともに学ぶ /曽於市の未来を育む「木」の学び舎
様式E-1

①基本的な考え方や全体コンセプト

曽於市立末吉小学校改築設計業務プロポーザル

②安心・安全な小学校の実現のための提案

⑥周辺環境への配慮に関すること(日影 ,音環境等に関する提案 )

⑦工事期間中の学校活動等におけるスペースの確保や児童や教職員への配慮等に関すること

⑧鹿児島の気候の特性を踏まえた日差し対策やオープンスペースの活用を視野に入れた
　空調計画に関すること 

⑨業務実施手順を示す実施フローおよび工程計画に関すること

01 周囲の風景につながる学びの広場

02  四周の周辺環境に応じた、安心で安全な配置計画

08 鹿児島の気候に合わせたシンプルな空調計画

07 工事期間中の学校運営に配慮した施工計画

09 的確なスケジュール管理と、完成を心待ちにできるワークショップ計画 

大淀川越しに周囲の山並みを
望み、かつての麓集落の面影の
残る敷地の特性を生かして、曽
於市の未来を育む「木」の校舎
を提案します。敷地に残るイチョ
ウや正門跡を残し、金御岳、霧
島山に連なるやさしい屋根並みを
もつ、郷土につながる学びの広
場を作ります。

敷地を取り巻く環境にあるものを最大限に生かし、この土地に無かったものを創り出す

教室には居住域の冷暖房効率が高く、快適性に優れた床吹
出し型・床置き型の空調を採用します。換気量を十分に確保
し適切な外気処理を行うことで、冷暖房負荷の低減・結露対
策を行います。教室など空調室に給気し、オープンスペース等
から排気する換気計画として、空調室からの冷暖気を緩やか
に流す空調計画とします。強い日射を遮る庇、降灰時の換気
経路としての機械換気を設け、鹿児島の気候に合った快適な
環境をつくります。

既存校舎から十分な離れをとり、児童の登下校時の安全性
や騒音対策、仮設費用の低減に配慮した計画とします。仮設
校舎は不要で、工事期間中もグラウンド、教職員や学童の送
迎のための駐車場を確保します。

普通教室は交通量の多い国道側から距離を取り、体育館に
接続する特別教室棟では東向きに教室を配置します。教室前
のオープンスペースから縁側テラスを介してひとまとまりの大き
なグランドを確保、職員室からその全体を見渡せます。工事
車両を含め一般車両と児童の登下校動線を分離します。

06 住宅地への影響を最小化する2階建校舎
③機能性・効率性を重視した小学校の実現のための提案
03 敷地全体を見守る、適材適所の機能配置 
普通教室棟の中央に南北両側から入れる全学年の昇降口を置
き、X 型の階段により効率よく各階の教室に到達できます。東側
1階に管理部門を集約、特別支援学級は日当たりも良く静寂な場
所に配置し、近くに保健室や車椅子送迎の車寄せも設けます。

04 地域開放を織り込んだ配置・平面計画 
敷地北側に住民・教職員駐車場を集約、体育館や特別教室
への搬入車両動線を整備し、地域活動室や住民利用の見込ま
れる特別教室を北寄りにまとめ、地域開放時の利便性と安全
性に配慮します。校庭に面した大きな縁側テラスは、2 階の
縁側デッキによってにわか雨や日射を避けられます。
⑤環境負荷の低減に関すること(省エネ ,CO₂削減に関する提案 )

05 建設時の内包CO₂削減と省エネ技術提案
校舎全体に最大限の木造・木質化を図ります。主に地場産
の中小断面材を活用し、地域の企業や人材によって施工可能
な構法を提案します。建築形態を生かした環境負荷低減に取
り組み、これまでの ZEB Ready 達成経験を活かし、循環型
学校施設のモデルケースを目指します。

・市庁舎 (青森県 ) 
・ホール施設 ( 富山県 ) 

BEI 0.42
BEI 0.48

・学校施設 ( 愛知県 ) 
・図書館複合施設 ( 宮城県 ) 

BEI 0.48
BEI 0.49

◇弊社でのZEB Ready 達成実績

校舎をすべて 2 階建てとして周辺住宅地につな
がるスケール感とします。グラウンドを校舎が包
み込み、住宅地への騒音や土埃の影響を防ぎます。
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車寄せスクール
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イチョウ

児童クラブ

プール
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WC
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職員・PTA駐車場 60台

グラウンド

200Mトラック

50Mレーン

末吉向江公園

サッカーコート

設備
スペース

マイクロバス
待機スペース
３台

児童クラブ
増築スペース

温室農機具
倉庫

飼育小屋像
(移設)

野球用
バックネット

ナイター
照明設備

遊具
(移設)

遊具
(移設)

東屋
(移設)
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既存
花壇

渡り廊下

スロープ

国道
269号線

正門

南門

北門
市道向江線

市道
上町南
19号線

既存スロープ

市道
上町
公園線

市道掛上・川内線

縁側テラス

テラス
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室
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渡り廊下

0 5 10 20 40

凡例

セキュリティライン
児童の登下校動線
車両動線

校内動線

教室側に寄せオープンス
ペースを広くとる

各学年ごとに１カ所、計 6 カ所配置します。どのクラス
からもアクセスしやすく、見通しのきく位置に配置、オー
プンスペースを緩やかにゾーニングします。手洗い場な
どもまとめて配置し、自由な学びの拠点となります。

屋外教育活動や児童の交流の場に
もなるスペースとして整備します。

教員コーナー

各学年で使用する教材を教室付近に収納
できるスペースを確保します。

学年倉庫

少人数教育に対応できる小さなスペースを
学年ごとに１か所ずつ確保し、きめ細やか
な教育を可能にします。可動間仕切りを用
い、集中できる環境を整備します。

少人数教育スペース

学年全体で集まって活動
することが出来る、ひと
まとまりのスペースです。

大きなスペース

個人ロッカーは可動式とし、教室の領域を
拡張できるよう配慮します。教室とオープン
スペースの境界は６枚引戸とし、学年ごと、
クラスごとの状況に応じてカスタマイズでき
るフレキシブルな教育空間として設えます。

▲ 教室との一体的な利用も可能、様々な授業形態に対応することができ、創造的な学びを促します。

個人ロッカー

縁側テラス

法定延べ面積

建築面積：3,950 ㎡

屋内
１階 2階 合計

屋外
2,750
80

3,000
350

5,750
430

2,830 3,350 6,180合計

( ㎡ )

普通教室

オープンスペース

縁側テラス

グラウンド

X階段

木質吸音壁

図書室

昇降口

普通教室

普通教室

様式 E-2

N

保健室と相談室を
隣接させる

普通教室へ行き来しやすく、
子どもたちの居場所となる
ボックス階段とデン

「大きな家」のリビング
となり様々な居場所
のある交流の広場

個別学習や
座って活動できる
スペースを確保

特別支援学級周りに
外部と緩やかに繋がる庭

それぞれのお気に入りの
場所が見つかる多様な設え
を用意する

クールダウンにも利用
できるニッチスペース

教室①

教室②

教室③
静かな庭

教室④教室⑤

教室⑥

交流の広場

多目的
WC

教材庫

教育
相談室

保健室

ボックス
階段

デン
通用口

緩和勾配を設け、日常的に
使いやすいスロープに改修
緩和勾配を設け、日常的に
使いやすいスロープに改修

児童クラブも使用しやすい
位置に遊具を移設
児童クラブも使用しやすい
位置に遊具を移設

既存児童クラブ付近に
児童クラブ建設予定地
を確保

既存児童クラブ付近に
児童クラブ建設予定地
を確保

保健室は特別支援教室に近く、
グラウンドを見渡せる位置
に配置

保健室は特別支援教室に近く、
グラウンドを見渡せる位置
に配置

▲ 地窓からビオトープを観察できる
オープンスペース

▲様々に利用できるニッチをもった
オープンスペース

特別教室のオープンスペース特別教室のオープンスペース
2階2階

1階1階

少人数教室は普通教室に近接
した位置に配置
少人数教室は普通教室に近接
した位置に配置

音楽室は十分な天井高さを取り、
フラッターエコーに配慮した内装計画とし、
楽器収納スペースも確保

音楽室は十分な天井高さを取り、
フラッターエコーに配慮した内装計画とし、
楽器収納スペースも確保

図工室にも準備室を計画図工室にも準備室を計画

特別教室の中心地点に教
員コーナーを配置し先生
の活動の拠点とする

特別教室の中心地点に教
員コーナーを配置し先生
の活動の拠点とする
正門跡を活用し
横断歩道に近い
アプローチを整備

正門跡を活用し
横断歩道に近い
アプローチを整備

木質吸音壁木質吸音壁

引き戸引き戸

オープンペースには掲示スペース
にもなる吸音壁を適切に配置
オープンペースには掲示スペース
にもなる吸音壁を適切に配置

多目的WC
を併設
多目的WC
を併設

特別支援学級と普通教室を
連続させるボックス階段を計画
特別支援学級と普通教室を
連続させるボックス階段を計画

大階段と縁側テラス上に続く
踊り場を配置し様々な活動が
できる階段舞台

大階段と縁側テラス上に続く
踊り場を配置し様々な活動が
できる階段舞台

階段下を有効活用し
倉庫を計画
階段下を有効活用し
倉庫を計画

縁側テラスをランチスペース
として一体利用できる計画
縁側テラスをランチスペース
として一体利用できる計画

駐車場には太陽光パネル付き
のカーポートを検討
駐車場には太陽光パネル付き
のカーポートを検討

倉庫・体育倉庫は屋内運
動場、グラウンドからアク
セスしやすい位置にまとめ
て配置し、収納物の変化に
対応できるフレキシブルな
計画

倉庫・体育倉庫は屋内運
動場、グラウンドからアク
セスしやすい位置にまとめ
て配置し、収納物の変化に
対応できるフレキシブルな
計画

温室や飼育小屋を観察でき、
国道から児童の活動が見える
観察階段を設置

温室や飼育小屋を観察でき、
国道から児童の活動が見える
観察階段を設置

西側は開口を制限し西日対策
を徹底
西側は開口を制限し西日対策
を徹底

児童更衣室を 5-６年
教室に隣接して配置
し、二重カーテンを設
けプライバシーに配慮

児童更衣室を 5-６年
教室に隣接して配置
し、二重カーテンを設
けプライバシーに配慮

図書室をメインの動線となる
X階段に隣接して設け全学年が
アクセスしやすい配置とする

図書室をメインの動線となる
X階段に隣接して設け全学年が
アクセスしやすい配置とする

２階にも配膳室を設け、
円滑な給食の配膳に配慮
２階にも配膳室を設け、
円滑な給食の配膳に配慮

メンテナンスに配慮し、
太陽光パネルを平屋部分の
屋根に設置

メンテナンスに配慮し、
太陽光パネルを平屋部分の
屋根に設置

児童WCはオープンスペース
側に出入り口を設ける
児童WCはオープンスペース
側に出入り口を設ける

2つの直階段が交差するＸ階段
により各教室へ効率よく到達
2つの直階段が交差するＸ階段
により各教室へ効率よく到達

特別支援学級、EV に近接して
車寄せを設け車椅子送迎等に
配慮

特別支援学級、EV に近接して
車寄せを設け車椅子送迎等に
配慮

◇天井が高く明るい気持ちの良い図書室

◇特別教室やグラウンドへ視線が抜け、様々に活用できる階段舞台

◇特別支援学級の「大きな家」
[1/2] 

◇教室内外に活動のきっかけとなる場所を計画

◇教室とオープンスペースの活用イメージ

◇オープンスペースに様々なアクティビティがあふれる

2Fイメージ

1Fイメージ

２階ホールと
一体的な利用が可能

屋根付きの渡り廊下を設け、
校舎と屋内運動場の往来の
しやすさに配慮

屋根付きの渡り廊下を設け、
校舎と屋内運動場の往来の
しやすさに配慮

教室とオープンスペースの間に
引戸を設置し、様々な授業にも対応

書架で緩やかに仕切られた
閲覧スペース

図書室はX階段や
ホールと連続した活用

WC

昇降口の直上に配置される図書室は全学年の中央に位置し、
オープンスペースと合わせて、休み時間や放課後に加え、授業
中にも身近に活用できます。デジタル化に伴い活字媒体の役割
が変容する中、本を介して人と人が出会い、啓発し合う場とし
ての新たなメディアラーニングセンターとなります。ゆとりのあ
るX 階段を通じて階下の交流スペースにも繋がり、学校の入口
がそのまま図書室となります。地域開放も可能で、下校時にス
クールバスを待つまで本に触れて過ごすこともできます。

11 学校の入口が人々の出会う図書室となる
普通教室とオープンスペースの関係性と、オープンスペースの活用方法に対する提案

10 創造的な学びを促すオープンスペース　　

12 校庭を見渡し地域ともつながる階段舞台 

オープンスペースは1学年３クラスをひとまとまりとし、教室
群と対をなす柔軟で自由な学びの空間とします。教室をつな
ぎ、教室からあふれ出す機能の相互作用により、学年ごと、
または学年を超えた交流の場となります。倉庫・教師コーナー
が小さなコアとなり、オープンスペースを緩やかに二分し、片
や学年全体での、片や少人数単位のスペースなどとして活用で
きます。教室との間には可動式の個人ロッカーや、部分的な
間仕切りなど、先生方の考えや創意によって自由にアレンジす
ることができます。
教室の対面となるグラウンド側の壁には、部分的に展示壁と
もなる木質吸音壁を配置し、教室間の音の反射を低減します。

音楽室の隣の階段は踊り場の建具を開放すると、校庭を一
望する大きな階段舞台となります。音楽の発表や図工の作品
展示の他、地域に開放されるレクチャーホールともなります。
縁側テラス上にも続く踊り場は、そのまま朝礼台にもなり、さ
まざまなイベントにも活用できます。

13 子どもたちに寄り添う､家のような特別支援学級
特別支援学級は「大きな家」のような雰囲気をもたせ、南
東側の静かで日当たりの良い場所に計画します。各室からは身
近に庭の緑が眺められ、庭に出ることも可能です。また各室
の中央には交流のための広場があり、そのまま子どもたちの居
場所となるようなボックス階段やデンなどが設けられます。



フローリング t15
構造用合板 t15
置床（遮音タイプ）
石膏ボード t21+21+21
構造用合板 t24

梁間方向：
フレキシビリティの高い
ラーメン構造

直線材のみで構成できるＨＰシェルを参照し、
山並みのような一枚屋根を実現

桁行方向：
間仕切り壁を用いて
耐力壁をバランスよく配置

柱：120×450

屋根梁：120×390
2F床梁：120×570

普通教室(2年)

理科室

準備室
児童W

C

教員
コーナー

階段
舞台

準備室

家庭科
室

地域
開放室

多目的
WC

倉庫
(1)~(5)
体育倉庫

普通教室(１年)

オープンスペース

昇降口

踏込

X階段

観察
階段

児童
WC

職員室

会議室
事務校長室

応接室

思いや
り

駐車場
2台

職員来
客

WC
金庫

EV

職員更
衣

教材
管理室

給湯
休憩
印刷

来客用
玄関

給食搬
入

配膳室

保健室
相
談
室

用務警
備
コンテナ室

倉庫

玄関
ボック

ス
階段

W
C

多目的WC放送

交流の広場

静かな庭

特別支援学級
(1)~(6)

オープンスペース

ビオトープ

車寄せスクール
バス
乗降口

来客駐車場
５台

イチョウ

児童クラブ

プール
屋内運動場

屋外
WC

屋外
WC

ゴミ
置場

スロープ

職員・PTA駐車場 60台

グラウンド

200Mトラック

50Mレーン

末吉向江公園

サッカーコート

設備
スペース

マイクロバス
待機スペース
３台

児童クラブ
増築スペース

温室農機具
倉庫

飼育小屋像
(移設)

野球用
バックネット

ナイター
照明設備

遊具
(移設)

遊具
(移設)

東屋
(移設)

正門跡

既存
花壇

渡り廊下

スロープ

国道
269号線

正門

南門

北門
市道向江線

市道
上町南
19号線

既存スロープ

市道
上町
公園線

市道掛上・川内線

縁側テラス

テラス

12　教科毎の学びを拡張するオープンスペース 

◇ランニングコスト概算

協働・パートナーシップ

建築
音響

材料
工学

有識者
環境
工学

照明
デザイン

ランド
スケープ

サイン
計画

専門家・アドバイザー

新小学校設計チーム

施工
計画

防災
設計

管理
技術者

意匠主任
技術者

地元出身
担当者

こども環境
デザイン
積　算構造設計 電気設備 機械設備

曽於市曽於市
教育
委員会

教職員

地域住民

市議会

児童及び
保護者

関係
各部課

造成工事
建築本体工事
電気設備工事（強電）
電気設備工事（弱電）
機械設備工事（給排水衛生）
機械設備工事（空調・換気）
附属建物（屋外トイレ ２棟）
附属建物（渡り廊下）
外構工事・グラウンド整備工事

◇イニシャルコスト概算表（共通費及び消費税を含む）
注１）

注2）

提案内容の平面計画にもとづき、外構
工事及びグラウンド整備工事の対象面
積を算定して工事金額を算定。なお、
発注区分が不確定なため合算とする。
グラウンド整備工事にはグラウンド暗
渠排水工事費を含む。

46,750,000 円
1,825,220,000 円
205,720,000 円
105,210,000 円
119,700,000 円
187,040,000 円
10,360,000 円
7,810,000 円

116,520,000 円
＜概算工事費の合計＞
　2,591,400,000 円

土工事
構造木工事
建具工事
内外装工事
設備工事
仮設工事

◇イニシャルコスト縮減に向けた取り組み項目
木造化により基礎断面を最小化、土工事を削減／掘削土は外構整備へ転用、搬出土を削減
その他建築物として計画し、使用木材の材積を大幅に削減／軽量化で杭不要となる計画
ガラスの材料単価を考慮した開口部面積の設定／汎用一般サッシの採用
汎用品や地場産材の積極的な利用／材料の歩留まりを考慮した割付け寸法の検討
照明や空調換気設備機器に汎用品を採用、競争原理によってコストを削減
大型重機の利用を極力減らす工法の検討／ゆとりある工事ヤードの設定で工事を効率化

光熱水費
電力基本料金
清掃管理費
設備機器更新
屋根仕上げ
内外装仕上げ

◇ランニングコスト縮減・長寿命化に向けた取り組み項目
ZEB Ready の達成によりエネルギー使用量を50％以上削減／光熱水費の縮減を実現
電力デマンド対策を行い電力基本料金を縮減／ピークカットを考慮した設備設計
清掃が容易な床材選定／窓清掃に足場や高所作業車が不要な計画／庇による外壁保護
汎用品の利用と道連れ工事が不要なルート確保／高耐久な配管材種の選定
粘接着工法防水（21年保証）の採用／フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板の仕上げ
経年変化を風合いとして楽しめる木質材料の積極的な利用／乾式工法で更新性に配慮

純木造（提案する構造）構造種別

模式図

構造体に係る
工事費（坪単価）

割合
※金額は直接工事費の積み上げ金額をもとに算定

100％
222,000 円／坪

123％
272,000 円／坪

86％
192,000 円／坪

RC造（標準的な校舎） 準耐火木造（燃えしろ設計）

・上部構造を軽量化
　→杭工事不要､掘削土縮減
・使用木材の材積 約630㎥

・基礎断面が木造と比べて
　大きいため掘削土が1.5倍
・杭工事が必要となる

・1時間準耐火構造のため
　燃えしろ45mmとなる
・使用木材の材積 約1,150㎥

第1回 WS
『思い』に気づく

第2回 WS
『思い』を伝える

第3回 WS
『思い』をみがく

第4回 WS
『思い』をつなげる

第5回住民 WS
『思い』を実現する

プロポーザルでの考
え方を共有し、新し
い末吉小学校の方向
性について話し合い
ます。

具体的な設計案をも
とに、スペースのあ
り方や関係性につい
て皆さんの考え方を
伝え合います。

基本設計案につい
て、模型やパースを
用いて意見交換を行
いながら議論を深め
ます。

詳細な検討内容を共
有し、皆さんの「思
い」を設計内容に盛
り込んでいきます。

これまでの WS で
お聞きした皆さんの
「思い」を盛り込ん
だ設計内容を、模
型やパースを用いて
分かりやすい形でご
報告します。火熱遮断壁等により

2,000㎡未満に区画
防火壁により
1,000㎡以内ごとに区画
（法第26条）

その他建築物とした木造校舎
（地上2階建・2,000㎡未満）

電気
ガス

3,800,000 円 / 年
100,000 円 / 年

上下水道
法定点検･清掃費等

2,500,000 円 /年
1,800,000 円 /年

< 概算維持管理費の合計 >
8,200,000 円 /年

その他の提案

構造体に要する工事費を比較検討し、コスト縮減効果の高い
「純木造」の校舎を提案します。建設時から CO₂削減に寄与す
る構造種別を採用することで、近年の急激な物価上昇への対
策だけでなく、循環型の環境形成に寄与する提案となります。
また、木造木質化を徹底することで、児童や教職員のストレス低
減を可能にする生活環境を実現します。

17 コストを縮減し、環境に寄与する純木造の校舎
梁間方向には教室間の間仕切り壁等に両面合板張りや筋交
いを用いた耐力壁をバランスよく配置します。桁行方向はラーメ
ン構造を採用することで開口部の設置場所に制約が生じないフ
レキシビリティの高い計画とします。
屋根架構は直線材のみで構成できるHＰシェルを参照し、周
辺の山並みに呼応する穏やかな稜線を描く形状とします。
私たちはこれまで 20 年に渡って学校木質化の実現に向けた
研究会を継続してきました。その知見を十分に活かし、安心安
全で居住性の高い、「純木造」の校舎を実現します。

19 十分な耐震性を確保する安心安全な架構計画

令和６年国交省告示第２２７号による火熱遮断壁等を用いて
2,000 ㎡未満に区画し、燃えしろ設計が不要な「その他建築
物」での計画を可能にします。更に、それぞれの建築物は防火壁
を用いて1,000㎡以内ごとに適切に区画します。

18 純木造を実現する、防耐火規制への適切な対応

イニシャルコストの概算、上下水道、電気、ガス等に関するランニングコストの概算、維持管理コストの概算を含むライフサイクルコストについて判るもの

23 新しい教育環境をつくる万全なチーム体制

24 児童や教職員、地域住民と作り上げる小学校

21 徹底的に無駄を省きコストを抑える各部計画

何世代にも渡って利用される施設となることを考慮し、大規
模改修時の道連れ工事を最小に留める計画とすることで維持
管理費の縮減を実現します。時代の変化に柔軟に応じる建物と
し、長寿命で持続可能な学び舎とします。

22 将来の大規模改修も見据えて長寿命化を図る

20 振動や遮音性に配慮した床の断面構成

私たちは小・中・高校をはじめ様々な公共施設の設計にお
いて、数多くの住民・利用者ワークショップの実績をもちます。
本事業においても、住民参加の設計プロセスそのものが地域共
創の舞台となるよう、新しい末吉小学校づくりを共にする皆さま
と緊密に連携して学校や地域の未来をつくりましょう。

各種公共建築での設計監理実績が豊富な建築家を管理技術
者とし、意匠・構造・電気・機械設備・外構の各技術者には、同
種の設計経験が豊かでマネジメント力に優れた者を起用し円滑に
業務にあたります。日頃から協働する子ども教育環境の専門家と
組んで、新たな教育環境の創造へ向けた万全な体制を整えます。

各工種において合理的な設計と効率的な施工方法を検討し、資材
価格等の変動に留意しながらコスト縮減を徹底していきます。地域特
性を考慮し、地元の技術を活かした施工が可能な計画を目指します。

木造部分の床構造は小梁と合板受けの
ピッチを細かくし、厚物の構造用合板を用い
ることで剛性の高い水平構面を構成します。
石膏ボードで重量を確保、制振材を利用した
遮音置床システムを併用し、２階床の十分な
遮音性能を実現します。◇防耐火の考え方

◇構造種別の比較図

◇床断面のイメージ

◇木架構のイメージ

◇ワークショップのイメージ

◇皆が完成を心待ちにする学校づくりに向けた体制

テラス

温室飼育小屋

観察階段

ボックス階段

デン

会議室には可動間仕切りを設置
来校者の様子が見える校長室

地域開放を想定し、会議室には
昇降口から出入り可能な扉を設ける

来客玄関側に受付
カウンターを設置

防音と利用動線の
両面に配慮した印刷室

職員室と隣接しつつ、
ゆとりのある休憩スペース

末吉小の歴史を伝える
展示ギャラリー

校長室・応接室と
事務室を隣接させる

両側に出入口を設け、
男女比率に柔軟に対応
できる更衣室

グラウンド全面を
見渡すことができる

子どもたちが
気軽に訪れる
相談スペース

放送室

休憩
給湯
スペース

印刷室

職員室

教材管理室

会議室

教職員
更衣室

校長室
応接室

WC

教職員
来客用
WC
金庫

事務室

警備室
用務室

来客用
玄関

配膳室

コンテナ
室

保健室

教材庫

昇降口

EV

給湯

◇スロープからは学校全体を見渡せる

◇温室や飼育小屋を見渡せる観察階段 ◇多様な居場所のあるボックス階段

◇グラウンドと一体となり児童の居場所となる大きなテラス

◇教職員が使いやすい管理諸室配置

◇図書室と連続し子どもたちや教師、地域の人々との交流の場となるＸ階段

多目的
WC

WC

◇スロープや観察階段から子どもたちの活動が街へあふれる

様式 E-2提案者がこれまでの設計等の経験及び実績を踏まえ、末吉小学校の改築に求められる設計上の課題と、それに対する提案

階段一つひとつに個性があり、それぞれが単なる上下動線だ
けでなく、多様な交流を生む居心地のよい空間装置となりま
す。それらはまた教室でも廊下でもない、子どもたち一人ひとり
にとってのお気に入りの居場所にもなります。

15 学び、交流、共創の舞台となる階段

子どもたち同様に 1 日の長い時間を学校で過ごす教職員に
とって、学校はまさに生活の場ともいえます。管理諸室の連携に
配慮し、児童や保護者との円滑なコミュニケーションと効率的
な勤務が可能な、ストレスの少ない平面計画を心がけます。職
員室からは校内の各所に目の行き届くように計画します。

16 教職員の働く環境にも十分に配慮する
これからの学校はクラスや学年を超えた出会い、さらには世
代を超えた地域住民との交流のための大切な場所となると考
えます。学校運営に対する近隣の住民との協働や、隣接する町
民グラウンドや中学校との連携など、これまでの実際の経験に
基づき、そのための中間領域となる軒下空間と縁側テラスを提
案します。日射や突然の豪雨なども凌げます。

14 人々が出会う軒下と縁側のある学校


